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文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

千
代
田
俳
句
同
好
会

梅
雨
の
蝶
追
ひ
つ
お
は
れ
つ
戯
れ
り 

萩

原

初

枝

湖
の
風
存
分
に
受
け
夏
柳 

福

田

妙

子

古
寺
の
留
守
の
本
堂
梅
雨
曇
り 

山

内

勝

昭

大
寺
へ
青
葉
の
闇
を
か
ひ
く
ぐ
り 

飯

沼

礼

子

百
畳
の
寺
の
本
堂
緑
さ
す 

大

塚

隼

人

紫
陽
花
俳
句
会

梅
雨
寒
や
す
か
さ
ず
は
お
る
袖
袂 

飯

田

功

梅
雨
寒
や
ひ
ね
も
す
本
に
囲
ま
れ
て 

久
保
庭
悦
子

麦
秋
の
風
こ
げ
く
さ
し
雨
き
ざ
す 

萩
原
と
し
子

葭
の
中
風
と
た
わ
む
る
行
々
子 

福

田

宏

通

出
島
短
歌
会

蓼
科
の
白
樺
こ
み
ち
駈
け
ぬ
け
る
馬
と
私
と
空
行
く
雲
と 
須
﨑
三
代
子

筑
波
か
ら
眺
む
る
先
は
春
霞
か
す
か
に
浮
か
ぶ
白
き
富
士
山 

仲
谷
香
代
子 

遠
い
国
西
へ
西
へ
と
旅
立
ち
ぬ
染
ま
る
夕
日
に
姉
の
背
は
消
ゆ 

名

倉

子

春
霞
如
露
に
浮
か
べ
る
花
び
ら
は
最
後
の
水
を
細
く
流
し
ぬ 

飯
島
ヒ
ロ
エ

投
稿
作
品

馬
鈴
薯
を
掘
る
手
休
め
て
汗
ぬ
ぐ
う
梅
雨
の
晴
間
に
卯
の
花
匂
う 

沽
野
は
つ
子

山
々
に
吹
く
風
の
道
乱
れ
ど
も
夕
暮
れ
迫
り
青
葉
静
ま
る 

石

塚

清

モ
ロ
ッ
コ
の
砂
丘
の
は
る
か
地
平
よ
り
陽
は
昇
り
ゆ
く
サ
ハ
ラ
の
大
地
に 

中

島

良
平

泣
き
た
い
時
は
胸
を
貸
す
よ
と
戯
言
を
言
っ
た
人
が
先
に
旅
立
つ 

菅

谷

咊

子

爺
ち
ゃ
ん
は
箸
よ
り
重
い
団
扇
手
に 

や
ま
ぐ
ち
い
さ
む

し
た
た
め
し
お
見
舞
だ
よ
り
金
魚
か
な 

扶

美

世

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 8月2日水までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
！
　
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
　
シ
リ
ー
ズ
❹

か
す
み
が
う
ら
市
の
ジ
オ
食

ワ
カ
サ
ギ

海
跡
湖
と
ワ
カ
サ
ギ

５
月
号
の「
コ
イ
」の
記
事
で
紹
介
し
た
よ
う

に
霞
ヶ
浦
は
昔
海
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
海
で

あ
っ
た
水
辺
が
、
外
海
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
で
き

た
湖
を
海
跡
湖
と
い
い
ま
す
。
こ
の
霞
ヶ
浦
の

成
り
立
ち
こ
そ
が
、
ワ
カ
サ
ギ
の
生
息
に
大
き

く
関
わ
り
ま
す
。

ワ
カ
サ
ギ
は
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
目

ワ
カ
サ
ギ
は
、
魚
類
分
類
上
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ

目
に
属
し
、
シ
シ
ャ
モ
と
同
様
に
遡
河
回
遊
型

と
い
っ
て
、
河
川
で
孵
化
し
た
後
に
海
で
成
長

し
、
再
び
産
卵
の
た
め
に
河

川
に
上
る
魚
で
す
。
し
か
し
、

海
と
の
往
来
が
閉
ざ
さ
れ
た

ワ
カ
サ
ギ
は
、
淡
水
の
中
だ

け
で
一
生（
河
川
残
留
型
）を

過
ご
す
こ
と
も
で
き
、
霞
ヶ

浦
の
ワ
カ
サ
ギ
は
湖
の
中
だ

け
で
生
涯
を
終
え
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
海
跡
湖
で
あ

る
霞
ヶ
浦
な
ら
で
は
の
ワ
カ

サ
ギ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
公
魚
」と
書
く
理
由

江
戸
時
代
の
霞
ヶ
浦
の
魚
の
保
存
方
法
は
、

鮮
魚
を
煮
る
か
焼
く
か
す
る
程
度
で
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
焼
ワ
カ
サ
ギ
は
、
代
表
的
な
も
の

で
、
麻
生
藩
主
の
新
庄
氏
が
江
戸
幕
府
の
将

軍
徳
川
家
光
に
献
上
し
た
こ
と
に
よ
り
有
名
に

な
り
、
公
方
様（
将
軍
様
）に
献
上
す
る
魚
と

い
う
こ
と
で「
公
魚
」と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
へ

は
高
瀬
舟
で
利
根
川
を
通
っ
て
、
米
・
薪
炭
・

醤
油
と
共
に
焼
ワ
カ
サ
ギ
が
土
浦
か
ら
大
量

に
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
川
柳
に「
ワ
カ
サ
ギ

は
焼
か
れ
て
ま
で
も
二
木
刺
」と
江
戸
の
武
士

に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

五
十
集
屋
と
ワ
カ
サ
ギ

昭
和
時
代
に
五
十
集
屋
と
呼
ば
れ
た
水
産

加
工
業
者
が
、
霞
ヶ
浦
の
佃
煮
発
祥
の
地
で
あ

る
麻
生
地
区
に
は
30
軒
、
出
島
地
区
に
は
20

軒
、
玉
造
地
区
に
は
15
軒
、
美
浦
地
区
に
10

軒
、
土
浦
に
20
軒
で
合
わ
せ
て
全
部
で
95
軒

あ
り
、
各
五
十
集
屋
に
は
所
属
す
る
漁
師
が

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
帆
引
き
船
の
最
盛
期
と

な
っ
た
昭
和
30
年
代
後
半
は
、
北
浦
を
含
め

て
約
９
０
０
艘
に
も
な
り
、
ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲

高
は
全
国
一
で
し
た
。
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
、

ワ
カ
サ
ギ
は
動
物
性
蛋
白
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム

源
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

霞
ヶ
浦
の
魚
は
消
費
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
言

え
、
ワ
カ
サ
ギ
は
霞
ヶ
浦
の
名
産
品
で
す
。

（
坂
本　

義
也
）
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6月4日 美並・志士庫球技大会

【ソフトボールの部】

優勝：男神・牧ノ内チーム 準優勝：深谷二チーム

3 位：志士庫パパさんズチーム、 深谷下郷チーム

【ソフトバレーボールの部】

優勝：大和田 B チーム 準優勝：深谷チーム

3 位：男神・ 牧ノ内チーム、 東宝ランドチーム

6月25日 佐賀・安飾球技大会

【ソフトボールの部】

雨天により中止

【ソフトバレーボールの部】

優勝：北ノ坊チーム 準優勝：安食東チーム

3 位：柏崎チーム 4 位：北前原チーム

6月11日 牛渡球技大会

【ソフトボールの部】

優勝：浜チーム 準優勝：有河 ・ 柳梅チーム

3 位：下郷チーム、 上郷チーム

【バレーボールの部】

優勝：兵庫峰チーム 準優勝：上郷チーム

3 位：根山チーム、 下郷チーム

【ソフトボールの部】

優勝：赤塚チーム 準優勝：崎浜チーム

3 位：松本チーム、 御殿チーム

【バレーボールの部】

優勝：大前チーム 準優勝：崎浜チーム

3 位：内加茂チーム

7月2日 下大津球技大会

～フォトアルバム～

生涯学習課 HP

❶ ❷

❻ ❼ ❽

❾

❸ ❺❹

Camera Report
霞ヶ浦中地区公民館球技大会

霞
ヶ
浦
中
地
区

公
民
館
球
技
大
会

❶さぁ、 試合開始です !❷応

援にきた子ども達も大喜び❸
ラリーが続きます❹接戦のな

か逆転優勝❺やったー！連続

得点❻白熱した戦い❼賞状と

トロフィー、 賞品が贈られまし

た❽閉会式の様子❾青空の

下、 白球が飛びます !

青
葉
が
そ
よ
ぎ
、
あ
じ
さ
い
が
雨

粒
に
輝
く
季
節
。

6
月
4
日
か
ら
7
月
2
日
の
期

間
に
お
い
て
、
霞
ヶ
浦
中
地
区
公
民

館
の
各
支
館
に
よ
る
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
3
種
目

で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
増
進
や
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

試
合
が
始
ま
り
得
点
が
入
る
と
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と

盛
り
上
が
る
参
加
者
。

応
援
に
来
ら
れ
た
方
も
両
手
を
あ

げ
て
歓
声
を
あ
げ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
年
代
を
超
え
て
、
熱
く
、

楽
し
く
、地
域
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ワカサギ


